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風邪インフルエンザ

のどの痛み、鼻水、鼻ずまり、くしゃみ
せき、発熱など症状高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、せき

のどの痛み、鼻水など

比較的ゆっくり発症急激

鼻、のどなど局所的症状の部位強い倦怠感など全身症状

インフルエンザは、インフルエンザウイルスによって引き起こされる呼吸器感染症です。
風邪に比べて症状が重く、乳幼児や高齢者では重症化することもあります。

インフルエンザにかかるのを防ぐポイント
①流行前のインフルエンザワクチンの接種
②外出後の手洗い・うがい
③適度な湿度の保持
④十分な休養とバランスのとれた栄養摂取

ワクチンが十分な効果を発揮し、維持できる期間は接種後約2週間から5か月と
されています。インフルエンザの流行は例年12月頃から始まります。
10月～12月中旬までに接種を済ませておくのが理想的です。

予防するには?
インフルエンザのいちばんの予防法は、
流行前のワクチン接種です。
あわせてウイルスへの感染予防や、
ウイルスに負けない体づくりも大切です。


